
       Neon Nettle ニュース 

トランプ 2020 勝利への自信：決して私の負けに賭けるな 

大統領に引き下がる意思なし：バイデンのリードに挑戦 

 

 

 
 

トランプは、票のカウントと法廷での挑戦が続く限り、譲歩する意思はないと言った。 

 

ドナルド・トランプ大統領は、2020 選挙勝利への道筋の概要を示し、民主党大統領指名候

補ジョー・バイデンの、いくつかの主要な州でのリードに、挑戦するポーズを示した。 

 

大統領選挙後の最後のインタビューで、トランプは言った。 

 

「決して私の負けに賭けたりしないように！」——トランプは、ワシントン・エグザミナ

ーの記者 ByronYork に、そう忠告した。 

 

バイデン、体制派メディア、それに民主党は、推定に基づいて、この「就任前大統領」の

物語を押し出し続けている。 

 

多くの人々はまた、トランプにプレッシャーをかけて、スピーディな権力交代によって、

譲歩したらどうだと言っている。 

 

しかし、トランプは、票数がカウントされ、法廷での挑戦が続くかぎり、この選挙を譲歩

する気はないと言っている。 

 



 
 

トランプは、彼の陣営の票の数え直しが要求されている、ウィスコンシン州を自分は取る

ことができると論じた。 

 

木曜日の段階で、Neon Nettle は、アリゾナという激戦州で大統領は、1 万 2000 票以下の

差で、バイデンに後れを取っていると報じた。 

 

トランプの楽観主義は、州規模の監査を行っている、州の職員の条件を根拠にしている。 

 

大統領は、彼の陣営が、この州で投じられた票を監査することができれば、アリゾナは 8000

票を加えることができると言った。 

 

ジョージアでは、手作業の数え直しによって、やはり 1 万 1000 票以上が加算された。 

 

「手で数えるのが一番よい」とトランプは言った。 

 

「機械のスピンでやっても無意味だ。10 票もつまむことがあるからね。 

 

「だが、手作業でカウントすれば――ジョージアは勝てると思う。」 

 

・・・ 

 

 

ミシガンの共和党が、「真剣な申し立て」に続き、選挙結

果の「十分な監査」を求める 

共和党の州上院議員が「結果のどんな確定より先に」監査を求める 



 

 
怒った抗議者たちが、デトロイトの票カウント場の外に押しかける 

 

ミシガンの共和党員たちは、この州の 2020 カウント結果の「十分な監査」を要求し、その

誠実さが「ひどく損なわれた」ことに抗議した。 

 

ミシガンの州務長官 Jocelyn Benson に宛てた手紙で、共和党の州議員 Tom Barrett と Lana 

Theis は、「いかなる結果の確定より先に、2020 選挙について行われた十分な監査」を要

求した。 

 

この手紙は、11 月 13 日、金曜日の日付で、どんな競争の結果を確定するより先に、選挙

全体が十分に監査されなければならない、と言っている。 

 

バレットとタイス（シース？）の主張は、ベンソン長官は、選挙結果を確定することを延

期しなければならない。なぜなら、このミシガンの選挙プロセスには、疑いを投げかける

エラーと、選挙詐欺の申し立てが、大量に存在するからだ。 

 

・・・ 

 

 

トランプがアリゾナで、1 万 1600 票でバイデンを引き離

す：我々は簡単に勝つだろう 

トランプが監査要求のなか、この州の先頭を行く 

 

 

 



 
 

 

［訳者 Greatchain］ 

 

このような記事をいくつも読むと、民主党を先頭とする左翼集団が、無防備というより、

ほとんど見よがしに、選挙詐欺や不正投票をやっていることがわかる。SOTN の「白昼堂々」

in the broad daylight という言葉が、なるほどと思える。しかし、なぜだろうか？  

 

どうもこれは、やはり SOTN の言う通り sting（おとり作戦）で、トランプ側が巧妙に、

あきらめムード、やる気のなさを演じて見せて、実はごっそり捕まえる作戦であったと考

えられる。要するに「おとり」というのは広い意味である。これについては現在、アレッ

クス・ジョーンズの Infowars も「トランプが罠を仕掛けた」と言っている。共和党側が「策」

をもっていることは確かである。やがてわかるだろう。 

 

そしてこの同じ Infowars で、トランプが「その時期がくればすべてを話す」と言っている

ことを、話す時期が、間近に迫っている、と言っていることは本当であろう。この爆弾が

落ちるのは、2 か月先かもしれず、数日後かもしれない。 

 

それにしても、我々のメディアが、「バイデンの当選が確実」だと言い、この大規模な組織

的犯罪を、無視できる軽罪のように言うのは、いかにも破廉恥な、良心のかけらもないプ

ロパガンダである。それは報道ではない。この作り話を固く信じている方々には、同じト

ランプの忠告を差し上げたい――「決して私の負けに賭けたりしないように！」 

 

                               ——以上 


